
別紙３－① 尿潜血のみ（無症候性血尿）

身体所見・血液検査に異常なし

管理区分「Ｅ」で３ヶ月後に検尿

早朝尿P/C比 : 0.15 - 0.5 未満

管理区分「Ｅ」で３ヶ月後に検尿

早朝尿P/C比 : 0.15 - 0.5 未満 早朝尿P/C比： 0.5以上 専門医に紹介

早朝尿P/C比：0.5以上
または肉眼的血尿

血液検査異常あり
高血圧あり

昨年度も尿潜血のみ陽性で、
今回も尿潜血単独

尿潜血のみ※または異常なし
早朝尿P/C比：0.15未満

管理不要
管理区分「Ｅ」
3ヶ月毎に検尿（次年度まで）
下記の場合に専門医に紹介
1, 蛋白尿が増加,
2, 早朝尿P/C比 : 0.15 - 0.5 未満が合計 6 – 12ヶ月持続

管理内容が変更された
場合に管理指導表を提出※尿潜血(2+)以上の場合には、尿沈渣検査による沈渣赤血球数の確認が望ましい。

*初回のみ

管理指導表
の提出

管理指導表
の提出



早朝尿P/C比：0.15未満尿

潜血陰性
血液検査異常なし

早朝尿P/C比：1.0 以上

体位性蛋白尿

管理不要

専門医に紹介

早朝尿P/C比：
0.5 以上 1.0未満

3 - 6ヶ月持続

管理区分「Ｄ」
１ヶ月毎に検尿

管理指導表の
提出

早朝尿P/C比 : 0.15 - 0.5 未満

尿潜血陰性
血液検査異常なし

管理区分「Ｅ」
3ヶ月毎に検尿（次年度まで）
下記の場合に専門医に紹介
1, 蛋白尿が増加,
2, 早朝尿P/C比 : 0.15 - 0.5 未満が
合計 6 – 12ヶ月持続

早朝尿P/C比：
0.15 - 0.5 未満

※経過観察中に尿潜血陽性となれば、潜血＋尿蛋白（腎炎の疑い・腎炎）のフローチャートに移行

早朝尿P/C比 : 0.5 以上 1.0 未満

尿潜血陰性
血液検査異常なし

ただし、以下の所見を認める場合は専門医に紹介してください。
１，血液検査異常（低アルブミン血症 < 3.0g/dL, 低補体血症 C3 < 73mg/dL、CKDステージ3以上の腎機能障害）
２，高血圧

※尿潜血(2+)以上の場合には、尿沈渣検査による沈渣赤血球数の確認が望ましい。

管理指導表の
提出

別紙３－② 尿蛋白のみ（無症候性蛋白尿）



早朝尿P/C比：1.0 以上
尿潜血：(1+)以上

管理区分「Ｄ」
１ヶ月毎に検尿

専門医に紹介

（血尿の程度は問わない）

管理内容が変更された
場合に管理指導表を提出

早朝尿P/C比：
0.5 以上 1.0 未満

3ヶ月持続

早朝尿P/C比：
0.15 - 0.5 未満

管理区分「Ｅ」
1 - 2ヶ月毎に検尿（次年度まで）
下記の場合に専門医に紹介
1, 蛋白尿が増加,
2, 早朝尿P/C比 : 0.15 - 0.5 未満が
合計 6 – 12ヶ月持続

早朝尿P/C比 : 0.15 - 0.5 未満
尿潜血：(1+)以上
血液検査異常なし

早朝尿P/C比 : 0.5 以上 1.0未満
尿潜血：(1+)以上
血液検査異常なし

※尿潜血(2+)以上の場合には、尿沈渣検査による沈渣赤血球数の確認が望ましい。

ただし、以下の所見を認める場合は専門医に紹介してください。
１，血液検査異常（低アルブミン血症 < 3.0g/dL, 低補体血症 C3 < 73mg/dL、CKDステージ3以上の腎機能障害）
２，高血圧

管理指導表の提出

尿潜血＋尿蛋白（腎炎の疑い・腎炎）別紙３－③


